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然になされています｡したがいまして､この作品は仕上げが丁寧で

大変上手な作品であり､ＣＧでないと出来ない表現も随所に見られ

る点は､注目に値すると言えるでしょう。

三浦均審盃委員武蔵野美術大学助教授

出品作を振り返ると､ほぼ例外なく

コンピュータが使われています｡一

見あたりまえですが､このことの意味

は熟考する価値があるでしょう｡コン

現に置き換えるという意味でデザインのプロセスを

経ることになり､また､アーティステイックなコンセプ

トを､デジタルメディアを使った表現(作品)として制

作するには､コンピュータ等のテクノロジーを使うの

が通常のあり方ですね｡ＤｉＶＡ展でも､そのような

サイエンス&デザインの様式による作品やアート＆

テクノロジーの表現様式による作品が多く登場し

ます｡ところが､厳密な意味で､アート＆サイエンス

の作品は､なかなかありません｡それは､そもそもそ

ういった作品を発想することが難しいということを

意味するのでしょう｡アートとサイエンスが津然一

体となった思考を具現化した人と言えば､過去を

遡ればレオナルド･ダヴィンチのような偉人が目に

つきますが､あの時代においても､その前後の時

代を見ても､ダヴィンチに匹敵する人がなかなか見

当たらないのが現実ですから､現代においても､そ

のような発想の作品を期待しても多くは出現しな

いものなのでしょう。

この文脈で申し上げるならば､今回の応募作品で

は､アート&テクノロジー系の応募が最も多く､中に

は語り口のとても上手な作品もありました｡それは

それで良いことなのですが､サイエンス系の作品が

前回に比べて減ってしまったようです｡アート&サイ

エンスの作品はあまり出てこないとしても､サイエン

ス&デザイン系の作品まで含めても､サイエンス系

の作品が減ったことは､個人的には少し残念に

思っています｡この現象は､サイエンスのコトバが

数学であり､現在の日本で数学嫌いの人たちが増

えていることと無関係はないようにも思います。

ＤｉＶＡ展はまだ3回目なので､長い目で見れば､こ

の傾向がずっと続くのかどうかは､まだわかりません

が､少しずつでもこの種の作品が応募されることを

期待しています。

奨励樹作品について：

［SHELL相手を体感するコミュニケーションツール］２つのベッ

ドが用窓されていて､一方のべｯドで寝転がると､べｯド内に設置さ

れた幾つかのスイッチにより他方のべｯドの底面が持ち上がるとい

うインタラクションにより２つのべｯドに居る二人のお互いの存在

を意識する仕組みは､確かに他者への窓臓を顕在化するものでは

ありますが､欲を言わせていただくならば､下から突き上げてくる力感

よりは､横から押されるほうが､並んで横になっているのと同様の触

感を生む可能性が多く､他者の存在をより優しくかつ自然に感じる

ことができるのではないかと思える点に改良の余地を感じました｡し

かしながら､メカニックがきちんと作動し､美しい形状にデザインされ

た見栄えの良さは､仕上げを入念に行う美術大学ならではの作品

と言えるでしょう｡すなわち､触感の表現に改良の余地を残してはい

ますが､仕上げの上手さ､また､学生主体の制作という点で奨励賞

に値します。

［風の庭圃］DiVAのiは､interactiveのiなので､この作品のよう

な映像作品(ＣＧアニメーション)は､インタラクティブではないという

ー

とはいえない｡この分野への社会的要請を､どう数

量的にのみならず表現するか､拡がる可能性をど

う｢質｣的に評価するかという命題もある｡そのよう

な時代において､私たちはどのようにして新しい才

能と出会えばよいのだろうか。

創設以来30年を超えるＳｌＧＧＲＡＰＨ､２５周年を

契機に新たな歩みを始めたアルスエレクトロニカ

に対し､DiVA展をはじめとする日本国内の活動に

こそできることもきっとある｡それは､諸外国からは

常に内省的な芸術表現を期待されてきたこれまで

の日本イメージをうち破る新たな表現の発見であ

り､１９５０年代における萌芽を含む先行研究に

しっかりと根ざした試みでもある｡また､それは科学

と芸術とが結びつきながらそれぞれが決して震小

化されない､インスピレーションに満ちた試みとなる

べきである｡プロダクト､パブリックアートやデバイス

系､教材への拡張の次に来るステージは何なのか

－その予兆は､ここから巣立つ才能を見いだす

ところから始まる。

入選作品について：

[ﾘｷｯドビｯﾂ(LiquidBits）ピｯﾄ概念を題材とした水滴を用

いた表現］デジタル信号を象徴した転がる水滴によるインスタ

レーション[LiquidBits]は､第８回文化庁メディア芸術祭でもアー

ト部門推薦作品として評価･展示された｡文字データの通信をテー

マとし､体験者が選んだ文字がデジタル信号に変換して表される。

体験者が文字キーを押すと.コンピュータから他のコンピュータへ送

信されるデジタル信号としての水滴が形成され､スロープを転がる。

稲綴な実験器具のように造られた水滴生成装鉦は来館者の注目

を集め､そこにはすぐれた造形性も生まれるかに見えるが､そこで何

が行われつつあるのか､作品のコンセプト(水滴の賑がるレーンは

１､そうでないレーンは0など)が体験者にきちんと伝わることによっ

てさらに魅力を発揮できる作品であると言える。

［描く行為が祭曲生成となる視勇党楽器｡DrawingMusic･音

階構造の参照による作品］「絵を描くことで音楽を奏でる｣楽曲

生成装置として､丁寧に創り上げられた作品である｡描画開始から

終了までの時間の経過について考察しつつ､座標と速度のＭＩＤＩ

変換が行われているが､これは､近年とみに増えつつある｢時と空

間の記憶･記録｣系の試みと共通しており､岩井俊雄＋坂本龍一

らによる一連の作品を想起させる｡ただし､本作では岩井俊雄

［FIoatingMusic]に見る感覚的な作曲行為から一歩踏み込ん

で､１２音階ピアノソロ･ピアノとパーカッション･琉球･ガムラン･ジプ

シー音階､坂本龍一氏風の6種から選択再生するというバリエー

ションを持たせてある｡今後どのように更なる独自性を独得し拡張さ

せていくかが期待される。

［1heStringstheCollection-音から創る動きとカタチの表現］
魅力ある｢音の姿｣を具現化することを目指した本作の画像アウト

プット部分は､植物的な形態から､カール･シムズやウィリアム･レイ

サムのかつての試みを妨悌とさせる｡音の姿をテーマにした3つの

インタラクティブ作品から成り､シンクロナイズドスイミングを思わせ

る｢音と踊る曲管遊戯｣､木霊をモチーフとした音の木を創り上げる

「木音(トレント)｣､入力された音から｢音の宝石｣をイメージした画

像が生成される｢音宝石は宇宙へ｣がそれぞれ展開される｡さらに、

例えば音の要素だけでなく､視覚的な要素自体も予測不可能な成

長･変容を常に続けるというような拡張性が実現されれば､より魅力

的かつ可能性ある表現が展開できると思われる、
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越境の行動力

目指すはアート＆サイエンス
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理由から､本来は評価されにくい作品ではあります｡作品を

｜謡;聯麓誤撫駕菱駕
であり､学生の手によるものであることからも奨励賞をという

声が複数の審査員から上がりました｡テーマとしては､生物

が生きることの普這性であり､必ずしも珍しくはない事柄が

＝取り上げられていますが､無機質なキャラクターを意図的に

使いながらもテーマの視覚化は良好で､アニメーションの設定も自

春口巌審盃委員尚美学園大学助教授

サイエンティフィックな内容を､コン

ピュータグラフィクスを利用して可視

化する場合には､本来人間の目に

見えない世界を目に見える別の表

ピュータは重要なツールに違いありませんが､今現

在の私たちが手にしているコンピュータが芸術と

科学をつなぐすべてではないと思います｡出品作

には､身体性やヒトに優しいといったコンセプトを

表現のどこかに含んでいる傾向を感じました｡それ

らを現実のモノに落とし込むことは､本当は容易な

ことではないと思います｡その困難さは､積年の進

化過程で獲得したヒトの感情や身体､営々と営ま

れてきた文化の厚い層と私たちの現在持っている

技術との乗離がまだまだとても大きいことが背景

にあると考えます｡制作にあたった方々 の楽しい息

づかいとともに､苦闘やもどかしさも背後に透けて

見える思いがしました｡審査にあたって､技術という

道具の特性をよく理解し､切れ味のよい使い方を

している､と思わせる作品は評価しました。

サイエンティスト､エンジニア､アーティスト｡三者は

２０世紀的文脈では異なった文化に属しているで

しょう｡それぞれの分野での型を身につけると同時

にその分野に自閉することなく､越境を辞さない行

動力が大切だと思います｡新しいフロンティアを見

いだすのは､醒めた知性や意欲のみならず､境界

を軽々と踏破する健脚と柔らかさを失わない熟練

の手ではないでしょうか｡また､異なった文化の間

で協調関係を編み上げていくコミュニケーション能

力の高さも必要になるでしょう。

アートと対になる言葉はサイエンスではないと思い

ます｡ネイチャー(自然)という隠れた言葉を加えた三

角形がそこにあると思います｡もう－点､さらに別の

次元としてヒトを加えた､正四面体の構造を私たち

は意識する時代に生きているのではないでしょう

か｡このDiVA展からもっともっと文化的歴史的意

味でスケールの大きな作品が生まれて欲しいと願

います。



早稲田大学

尚美学園大学

武蔵野美術大学

東京都写真美術館

多際美術大学

学会誌｢DiVA」

芸術科学会ＤｉＶＡ展

コンピュータサイエンスの進歩は私たちの生活や

社会をこの数十年間で大いに一変させました｡そ

して､そのイノベーションは今も絶え間なく続いて

います｡芸術と科学はともに融合しあいながら､こ

の進歩を支える想像力の裏方であり続けていまし

た｡この新しい関係は私たちの絶え間無い発展

のためにより一層重要なものとなりつつあります。

より重要性を増す､芸術と科学の新たな関係が

生み出す成果を作品として審査し､評価して行こ

うという取り組みがこの芸術科学会ＤｉＶＡ展で

す｡芸術と科学の融合領域において生み出され

る､コンピュータを用いて制作された作品として、

全国の研究者･制作者より応募を受け､芸術と

科学(或いは融合領域)の専門家によって構成される

委員会により厳正に審査され入賞した作品した

作品が本展にて展示されます。
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芸 術科学会に入会しませんか

芸術科学会・入会案内

芸術科学会(TheSocielylorArtandScience)は､２１

世紀において益々 重要性を増すと考えられる芸術

と科学の融合領域を対象とする新しい学会です。

主にメディアアートの分野で年次大会や各種研

究会､講演会の開催､会誌発行などの活動を行

なっています同

課程をおく学校で,この課程を履修する在学生

(3)賛助会員…本会の目的に賛同しその事業を

援助する個人または団体

ＤｉＶＡ２００５ｃａｔａｌｏｇｕｅ第３回芸術科学会展

発行所Ｉ芸術科学会

慮DiVAExhibilionExecu1iveCcmT1i11ee･meSocie1yIOrArt顕xjScie“e，

罰IS1s‘endiufors2005PrintedInJapen

Edit欲章OKADATomchifo(CreativeCIUSler）

Desim釦ＮＡＫＡＮＯＫｅｎ【ＡＩ”ayz）

入会全

1,000円

(ただし､学生会員として入会する者､理事会が相互に入会全の免

除協定を締結した他学会の正会員である者､特別な砺愉があると

理歌会が認めた者は免除）

年会跳

(1)正会員…6,000円

(2)学生会員…3,000円

(3)賛助会員…一口１０．０００円

耶業の概要

年に２回の大会(春と秋のNICOGRAPH鴎文ｺﾝﾃｽﾄ)、

DiVA芸術科学会展､展覧会､学会誌｢DiVA｣(年

２回：全国智店・Amazon,cojpなどｵﾝﾗｲﾝ召店で販売)を

開催しています｡その他､月例セミナー､国際会議

(N1COGRAPHInternational)などを企画しています、

‐頚務局

東京都目黒区大岡山2-12-1Ｗ8-64〒1528552

東京工業大学大学院情報理工学研究科

計算工学専攻中嶋研究室内

Tel:０３－５７３４-２１８３／Fax:０３－５７３４-２１８７

電子メールsecretary＠art-scienceorg

公式webサイトhttp://divaart-science､org／

芸術科学会DiVA展会場・ＮｌＣＯＧＲＡＰＨ会場

でも御入会を受け付けております｡この機会にぜ

ひご入会をお勧めいいたします。

(1)論文誌掲載無料…芸術分野やさらに科学と

の融合分野における論文を投稿できます｡当学会

では､会員であればどなたも､投稿料､論文掲載料

ともに無料となります。会員以外は投稿できませ

ん。当学会では､電子的な査読方法および､ホー

ムページでの掲載を優先的に行いますので､投稿

から掲載まで､極めて短期間に処理されます。

(2)学会誌｢DiVAj購読無料…年

鳶鯛…蕊I蕊
(3)NlCOGRAPH論文ｺﾝﾃｽﾄ．ｉ鼠；
展覧会･月例ｾﾐﾅー ･その他イ；‘

ベﾝﾄ参加費の優遇…論文誌及びｉ

ＮｌＣＯＧＲＡＰＨ論文集ＣＤ－ＲＯＭ頒

布価格等の割引やＮｌＣＯＧＲＡＰＨ

論文コンテスト(芸術科学会全国大会）

の論文集の会員特別割引価格が

適用されます。

(4)学会員としての活動…最新の

学会情報をﾒｲﾙにてお知らせします。

学会誌「ＤｉＶＡ｣編集委員会､論文委員会、

NlCOGRAPH委員会などの各種委員会の委員

第３回芸術科学会 Ｄ ｉ Ｖ Ａ 展

審査部門

草原真知子

春口巌

三浦均

森山朋絵

森脇裕之

■

入会方法

主にメデイアアートを中心として､芸術､自然科学、

人文科学､社会科学など幅広い分野の専門家の

方々を募集しております。

(1)正会員…芸術および芸術科学､あるいはそれ

らに関連する専門の学識または相当の経験を有

する者

(2)学生会員…芸術および芸術科学に関係ある

DiVA23C屋
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運営部門

永江孝規

岡田智博

白井暁彦

高橋裕樹

苗村健

堀尾蛮太

東京工芸大学

クリエイティブクラスター

CPNlLaborato『y,LavaIFrance･

東京工業大学

東京大学

東京工芸大学

職l寧「蔓
顧問

坂根厳夫

稲蔭正彦

為ヶ谷秀一

河口洋一郎

源田悦夫

中嶋正之

坂井滋和

原島博

情報科学芸術大学院大学名誉学長

慶応大学

女子美術大学

東京大学

九州大学

東京工業大学

早稲田大学

東京大学


